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(2)*私は、砂糖を減らした |ので 。から| クッキーをあっさりと仕上げた。
とは言えない。ただし、おもしろいことに、後件に可能表現を付加して、



















































(12)将来、開業する |ので から|、 資金を貯めた。
では、理由節が帰結節よりも後になる点で、典型的な因果関係とは違っているが、前件で
は見込みとしての理由が提示され、主節の「資金を貯めたJという行為の原因となってい











































(21)*私は、砂糖を減らした |ので 。から| クッキーをあっさりと仕上げたc
(22)*彼はタクシーを予約した |ので・から1時間までに駅に着いた。
が不自然で、








































(34)*私はカメラを用意した |ので 'から|、 その状況を撮った。
という文は不自然であるが、
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